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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．繕　　　　　言
　精英樹の違孜増殖による1川種改良が近来唱導されるに及んで烈1難繁殖のもっ実用的意義が増大した。マツ類は現在
のところこ牒的こは挿木による瀕怪困難であり，親⑮X顔な遺伝質を磯実に怒承するために爵躰ミ三によらなけ
ればならない。選按され却∫訳樹から接木によつで溺鍵2τた哩秀な鯉一ンは混植されrご採種園或は郊獄験杖の
設這1こ用いられ品種改良の；夕料となる。マツの∴木に関しては已に多くの礫しメある。M巨Rov（11）は1鍛こ衿40年替木育
種の観点から．コルヒチン処理した発芽問もないボンデローデマツの芽生えや高・舗がぴく射《つている識国に於て
は占くから享らぽ芸学（盆栽）の立場からマソの接本のす究がなされてきたが．近ノ｝パ1ミ木育種の勃興にともなつて各
地で研究，実行がなされる様になつた。冷者絃／955年以来，精英樹増殖の観点から高令樹の接木にっいて！チ院を行つ
ているが，接木の活着を向上するために実灯］的に応川｝1∫能な二・三の方法について成果をえたのでここに報告する。
　本実験の実行に当つて淘指導，御助言を賜った斎膠雄一教技並びに種々紬］愛助をいただいた蒜山演i聾林の小椋ば重
氏に深謝の意を表する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　∬、蜜験の方法及び結果
　実験　］．　わ穂をとつた親木の年による活着歩合の違：い
砧木は鳥取大学鶴螂‡薄内苗畑で剤飢たク・マソη£醐潜2年生及びアカマツ］斑措2～3年生である・接轍斑
大戯郷構蜥木級甜i臓2，7，9，4碑生アカマツ友びク・マソ，烏胸晒涯45轍び麟生アカマソヲ繍ミ
生木，岡山県真庭郡川上村烏大蒜山演習林産記年5之ぴ901三生アカマツ天然生木から採取した。これらの種々の年令の
親木から前年の翻・のf帳した1躯厳枇較的充実したものをえらビ接穂とした。接木｝ま］955年にW撲験を行
い，1954年5月9日～2錫（冬芽の伸長開始直前で樹液流動開始期）前醐潜せ翻｝沐に樋～般に行われてし・る割接
法（・，…に刈，璽掛で罐した．接木御湘磁・ウ等は醐］せず，懐の曜をして接栂∫の乾髄肌・だ・接木
はすべて著者］人が行つた。実験の結果は第］表の如くである。
　第1表の実験は接木本数が比較的少く，採穂母樹数もろ0年生以」二は各年令について］個体であり且クローンを用い
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　てないので個体による活着の難易，或は接木者の熟練度
鱗組讐をとつ蹴の響曇との関係　綱つて多少繍鞭生ず・託嚇・離的
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なことは言えないが，一般に各組合せとも接穂をとつた
親木の年令をますに従つて活着率は低下する傾向にあ
る。2年生の苗木から」禾穂した場合は90～］00％の好成績
をえたが，6～9年生では平均40％，最高86％位となる。
然し更に樹令をまして壮令期に入つてもさほど低下せず
ω％以上の好成試を得ることも困難で目、ない。80年以上
の高令でもそれ程接木は閤難でなく，40％位は活着可能
の糠であつた。尚アカマツの接木を行う場合には砧木に
アカマツを用いるよりもクロマツを用いた方が接木の操
作が容易で且活着等1もや＼高い禄で’あつた。
　実験　　2．　接穂の種類による活着歩合の違い
　接穂はアカマツア年生，クロマソ9年生母樹から採取し
た。実験1こ用いた接穂は次の3種類である。
］956、　］2。
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〈1）前年の春芽の仲長した］年生枝（春芽と略記）
（2）前年の土∫窪芽の伸長した］年生枝（土用芽）
｛3）前年の5～6月頃伸長しつ＼ある新条の上部を勇除し，その切口附近から二次的に発生した不定芽の仲長した1
　年生枝（摘心不定i芽）
これ等の内で，比較的充実した芽条をえらび用いた。
砧木及びその他の事項は実験1と同様である。実験の結果は第2表の如くである。
第2表　　圭迄‡恵o）種．ハ謬iと｝舌着率．
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　　　採穂母樹アカマツ7勾三生，クロマソ9年生
（1）
　に塗布した。
（2）
　左表によるといつれの組合せに於ても，春芽の伸長し
た］年生枝よりも土用i芽又は摘心不完芽のイt｛1長した1年
生枝を川いた方が活着志が高く，田中（’42）（2e）の結栗と
一一・・vした。
　実験　3．ホルモン処理による高令樹接木の活着促進
　砧木は鳥大蒜｝力演碧1林苗畑で育成したアカマソ1掴沫
替2年生を川いた。接穂は川演｛；｛桔産約90年生アカマツ
天然生木伺W本から1遠年の赤i芽の仲長した1年生枝のうち
で充実したものをえらび採取した。1956年4月幻～12日
（冬芽仲長閉始1｝｝て前）同演習林日∫畑で前春床替せる苗木
に野外で据接した◎その他の事項は実験1と伺様である。
　接木に対するホルモン処理の方法は以下のごとくであ
る。使用ホルモンは三共製α一ナフタリン灘酸ソ〔ダ（
Na・NAA）である。
Na・NAAラノジン軟膏塗布．10～500PPmのNa・NAAのラノリン軟膏を1個体当り100～200mg接木部の」二i｛i｛
　　　Na・NAA脱脂綿被覆、　Na・NAAの50～500PPm水溶液を脱自旨綿に2～3cc吸収させ接木部を覆つた。同一一濃度
　　の液を接木後約1ヶ月間（4～5日おき）に5巨1補給した。
　（3）Na・NAA葉面撒布．　Na・NAAの1～50ppm水溶液を1個休当り］1墾に5～］Occ晴天の日をえらんで噴霧した。
　　撒布は接木後約1ケ月同（5～5隣おき）にア｜iヨ行つた。
　（4〕Na・NAA浸漬処理．　Na・NAA　50～10〔ppm水溶液に接穂を24時闘浸漬処理後接木した。
　実験の結果は第5表の如くである。
Na・NAAラノリン1φ（膏塗布1ヌ：では］0～50GpPmの各1刻髪大休好成績をえた。　Na・NAA水溶液を含む脱脂綿被覆区
では50PPIII以下で，1ぐ着を促進したが，εOCppmでは全然活着しなかつた。　Na・NAA水溶液の葉面撒布は1ppmで好
　　　　　　　　　　　　　　　　痴5表　　ホルモン処理の方法と活着状況
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結果をえた、Na・NAA水溶液浸漬処理区では100ppmに24時間浸漬したものが最も成績が良かつた。
　千葉（’52）のは老令樹の人工交雑を容易にする手段として，スギの雌雄花着生枝の挿木，接木による交雑採種法を
発表しているが，同様な主旨のもとに老令樹の雌雄花着生枝を接木して，入工交雑し，採種可能か実験を行つた。そ
の結果無処理の場合は，一般に雄花は接穂上にて間菊するも，雌花は発育不良にして，まれには開花するが多くの場
合は閲花に至らず枯死した。然しNa・NAA処理を行うと雌・雄花とも蕉常に発育して開花し，その後の生育も良好
　　　第1図　雌花着生枝の接木
ホルモン処理して活着を促進すると開花し，
毬果はIE常に発育する
　The　deVelOping　COne　On　grafかShOOt．
The　sho◎t　bearing　female　flower　buds
was　grafted　at　Himzen　in　April］956．
　（Photograph　taken　August　15，］956．）
であつた。Na・NAAラノジン軟膏］O及び500ppm塗獅1区
で各1個体，Na・NAA］ppm溶液撒布区で2個体正常な
毬果の発育をみている（第1図）。
実験4．外国産マツ類の接木
　砧木は鳥大農学趨構内苗畑で育成したクロマツ］回床
替2年生及びアカマソ］回以潜3年生である。接穂は第4表
に掲げる411き年令の叡種のマソから］年生枝を採取して
第4表　外国産マツ類の接木
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　　　詔8査　 〃　7］8
用いた。いつれも本学構内樹木園及び苗畑に生育しているものである。接木は1954年3月狛～］5Bに行つた。その他
の事項は実験］と同糠である。実験の結果は第4表の如くである。
　第4表によると日本産二葉松（アヵマソ・クロマソ）を砧木とした場合，タ噸産二葉松の接木は一般に容易であつ
たが，三葉松の接木は不成績であつた。テーダ松の不成功は親和性の閲題以外に，接穂が他の松にくらべて細く，接
木の操作が谷易でなかつたことが或程度関係しているかも知れない。又リギダ松の不成績は三葉松である事の外に，
接穂をとつた親木が高令であつたことも関係しているであらう。五葉松の接木では，ストローブ松はあまりよくなか
つたが，日本産のヒメコマソは活着が容易であつた。然しいつたん活着してもその後病占等で枯死するものが多かつ
た。ヒメコマツはクロマソに接木した方がその後の成長が良好であつた。全般的にみて，マツの接木はかなり遠隔の
ものでも可能であり，交雑程困難ではない。
　以上の実験の外に接穂の低温貯蔵試験（接木6拍ケ月間2～6℃で貯蔵）を行つたが，接穂の貯蔵は活着率の向上に
は役立たなかつた。
貰．論 議
　マツ類及び主要針薬樹の挿木に於て，挿穂をとる木が年をとる程ねづきにくくなることはGA鋤活R（’30）（5ノの研究
以来おおくの人によつて明らかにされている（3－6，12－］4，19デぼ，22）。戸田（，48）（22）によるとアカマソはろ年目から著しくオ・
ヅキが落ちるという。マツの接木についてはこの種の研究は少し・。岩川（’55）（25）によるとろ0年生前後のアヵマッ，
クロマツから接穂をとつた場合，母樹による差はあるが野外でも50％以上の活着は困難でないという。接木の場合は
w「　▽
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マソの接木に関する二・三三の実験
挿木ほど極端に採穂母：樹の年の影響はあらわれないが．；ゴ5令になる程活着は恵い様である。多くの樹種で親木が年を
とるほど無性繁殖が因刻iiとなる豆実を生理学的に説明することはむつかしい。太田ぐ55，’56）G6・均は細胞L克は組織
の成熟度（mat旺ation）を生廻約令（physiologica玉age）という言葉であらわしている。ミ『リサナグの発芽期の幼
茎組織では生理的令が進むにつれて成長の基本的隷相は蛋白合成から壁物質の形成に転換する。そして組織の各部分
はその令に応じた代謝機能を営んでいるという。石井ぐ5分⑧1こよるとキナ樹の成形条は挿木囚li化であるが，幼形
条は］00％活着するという．そしてこの事実はそれ等の組織を梼成する細胞の本質に1鶏係する問題であらうと述ぺてい
る。林木のような多年生植物でも幼形から成形（adult　fomx）に成長するにZl£い生ユ］il的令は逸行する。従つてそこで
営まれている代謝機能も当然異つてくるものと考えられる。オーキシン学者はエンドウの幼茎やエンバクの幼菜鞘の
組級の生理的令の戸度を，しばしばオーキシンのぐ秘ξであらわしている。この場合オーキシン含舅が大きい部分輻・三
令は低いとされている事は興1味深い。接木に上灘芽，不定芽を用いるとか，ホルモン処理すると活着率が品くなる事
夷は，これらの処理によつて所謂細胞の若返りが行われ，幼茎条に近い代謝践能をもつようになつた結堅ではないか
と推察する。接オミに成長ホルモンを応用した実験纏は少い。ll⊆ヒ，石丸（’4］）（ゆは梅の接木1こヘテロオーキシン230
～1300ppmラノジソ駄膏を筥布するか，1〔£ppm水溶液を脱脂鶴に1三莫収させ芽接部をお＼い好成績をえている。本実
験ではNa・NAAラソリン苦膏塗布は広いi豊度範1｛｛・｝（］0～500ppm）で右効であつたが，葉m撤布は低濃度（］ppm）
で効果的であつた。尚近年実∫羅的に試られてし・る様に，ガラス室や簡易フレームの使用，ポリエチレンバツグやどニ
ール被擾などによる環鏡の調節とこのホルモソ処理を併用すれば一懸接本の活着率を向上することが1］二1来るであら
う。
　戸田C53）‘23）はアカマソの接木したものをフレームに仮加して，雄花．蕎花を開くことを観察している。　PE隠Y（
・55）（コ8）はslash　pineと10blblly　pineの接木をポリエチレンバツグで敬漫して，毬栗或は雌雄花着生枝の接木が可
能なことを報告している。※～fは雄雄花泣生枝の接木にホルモン処理して開花させ，毬果を正常に発育さ・せることに
成功した。マソは前秋提に．：花芽はヲ形成され，冬芽の形によつて着花の有無が刊定川来るので，老令樹の交配を簡単に
する補助手段として利用出来るものと考える。
　接木の親和性は交雑の成功程限定されたものではなく，各節間に広く存在するようであるが，綾穂をとつた親木の
年及び個体差或は接木者の熟緕度等によつて活着率iこ差を生ずるおそオVがあり注意を要する。五葉松類と二葉松類の
交雑は成功しないといわれているが，接イ（の場合はそう困難ではない。然し余り遠縁間の接木でをまその後の生育が劣
るようである。
π．総
割接法によつて日本産アヵマッ，クロマソ及び外国産マツ類の接木を行つて以下の結果をえた。
1．マツの接木のて着率は接穂をとつた†財この年をますに従つて低下する傾向にある。
2．春芽の｛中長した1年生杜を接穂に用いるよりも，土用芽又は人為的に摘・亡・処理して，二次的に発生した不定芽
　の伸長した1年生枝を田いた方が接木の活着がよい。
5．Na・NAA］0～500PPmラノリン軟膏塗布，Na・NAA56PPm水溶液を合む脱田綿被乏璽，Na・NAA］PPm水溶液の
　薬面撒布，Na・NAA］00ppm水溶液に接木前浸漬（24時間）等の処理は老令樹の接木の活着を著しく促進した。
4、雌雄花着生枝の按木にNa・NAAを処理すると毬果はiε常に発育するので，老令樹の交配を簡単にする補助手
　段として利用山来る。
5．外口産マツ類の日本産アカマソ，クロマツへの接木はそれ程田難ではない。
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　　Experimen乞∋with　the　vegetative　p宮opagation（）まJapaneseτed　pine　and　black　p短e　by　gまa《ting　were　pe蛭o誓m・
e（Ifor　the輿ぐpose　of　developinヨasuitable　tech前que3　to　be　used　in　future　work　of　fore8t　tree　impr◎vement．
The　creft－graft　method　was　employed　in　the　experiments．　One－year－old　shoo乞s　use（1　as　scion3　were　co］lected
from　2～90　year－o！d　stock　plantg　and　grafted　on　2～そ一year－o茎d　transplants．
　　The　results　of　the　experiments　were　followings；
　　（1）　「rhe　percentage　of　successful　grafts　dec互ined　gradua羅y　with　the　increase　of　the　ages　of　the　trees　fτom
which　scions　were　taken．
　　｛2）　The　scions　of　one－year－old　shoots　produced　from　surnmer　buds　or　from　adventive　buds　as　the　result
of　pinch…ng　gave　more　succegsful　graft　than　those　from　spring　ones．
　　（3）Spreading　sod垣瓢alfa－n≡＞phthaleneacetate（Na・NAA）10～500　PPm　Ianolin　pa☆es　on　grafted　part，
covering　grafted　part　with　absorbent　cotton　containing］貰a・NAA　50　ppm　water　solution，　spraying　graft－shoots
with　Na・NAA　l　ppm　solution劔d　soaking　scions　in　Na・NAA　100　pp頂solution　before　grafting，　yielded　good
perceぬges　of　successξul　grafts　of　young　sho。ts　of　older麺es・
　　｛4戊Japanese　red　p短e　shoots　bear豆ng　maie　and　felnale　flower　buds　can　be　grafted　by　treatment　w］th　Na．
NAA　before麦lowering，　and　the　flowers　will　develop．　By　using　such　a　graf臨g　technique，　forest　genet三cists
will　not　have　to　climb　trees　to　make　controlled　pollination．．
　　（5）　Gra登ing　the　scions　of　some　exo乞ic　pines　on　the　young　transp玉ants　of∫apanese　pines　was　not　so　〔］iξficuほ．
、
